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⑩ 背景に地形図を表示したい

QGISに、国土地理院の地図を読み込み、地図を表示できるようにします。

■ XYZ接続を表示します。

※ XYZ接続の表示には、QGISがインターネットに接続できる必要があります。

「インターネット接続の設定をしたい」をご覧ください。

「XYZ Tiles」を右
クリック＞「新規接
続」をリックします。

URLを入力し、必要に
応じて、認証設定を行っ
てください。
(P.27「インターネット接
続の設定をしたい」参照)

１

２

国土地理院標準地図のURL

https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/std/{z}/{x}/{y}.png

「XYZ Tiles」の左側にある「 」
をクリックすると、設定した接続が
表示されます。
設定した接続（国土地理院標準地

図）のダブルクリックで、レイヤパ
ネルにレイヤが表示され、同時に地
図表示部に地形図が表示されます。

３
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⑪ インターネット接続の設定をしたい

⑫ 地図が横長に歪んで見える

画面下の「EPSG」をクリック
します。

フィルターに「3857」を
入力します。

「WGS 84 / Pseudo-
Mercator」を選択し、OK
ボタンをクリックします。

「設定」＞「オプショ
ン」をクリックします。
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利用環境によっては、インターネットの接続にプロキシサーバーの設定が必要な場合

があります。

設定内容は環境によって異なるため、ネットワークの管理者にご確認ください。

地図は、投影方法によって歪みが生じます。投影方法を変更すると見え方が変わりま

す。以下は、インターネットの地図サービスで使われている投影方法を指定する例です。

１

１

２

３

ネットワークタブの
「ウェブ接続にプロキシを
使用する」にチェックを入
れ、プロキシの情報を入力
します。

２

「＋」をクリックし、
認証の設定を行います。

３
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⑬ 別途入手した地図データが農業集落境界と重ならない
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地図を正しく表示するためには、地図データの座標系（CRS）を正しく指定する必要

があります。

■ 各レイヤのCRS（座標系）を指定します。

データの座標系は、データ入手先に確認してください。農業集落境界データは、

JGD2000（EPSG：4612）です。

レイヤパネルで地図を
ダブルクリックします。

１

CRSの選択ボタンを
クリックします。

２

適切な座標系（CRS）
を選択してOKをクリック
します。

３
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⑭ 文字化けを解消したい
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農業集落境界データの属性テーブルを開いた時や地図に集落名等を表示させた時に

文字化けのため、集落名等が正しく表示されない場合があり、文字化けを解消して正

しい文字を表示させる必要があります。

文字コードを
「Shift_JIS」又は
「UTF-8」に変更し
OKをクリックします。

３

レイヤパネルで集落
境界をダブルクリック
します。

１

ソースタブを選択し、
「文字コード」のプル
ダウンをクリックして
開きます。

２
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（参考） よく使うCRSと対象地域
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注１：座標系とは、地球上のある場所の位置を、座標値（経緯度またはXYなど）を使って示す際の決まりの
ことをいいます。
一般的に利用される座標系には、大きく分けて「経緯度座標系（球形座標系）」と「XY座標系（数学座

標系）」の2つがあります。
注２："経緯度座標系"は、赤道からの角度（緯度）、子午線からの角度（経度）により位置を示すもので、
広い範囲を扱う小縮尺向きの座標系です。

注３："XY座標系"は、地球を平面に投影した面上における原点からの距離で位置を示すものです。代表的な
ものに「平面直角座標系（19座標系）」や「UTM座標系」などがあります。

注４：“平面直角座標系”は、日本の公共測量で採用されている座標系で、「平成14年国土交通省告示第9
号」で定義されています。
国土地理院刊行の「1/2,500 国土基本図」や「1/5,000 国土基本図」など、大縮尺地図で利用されていま
す。投影法はガウス クリューゲル図法（「横メルカトル図法」とも呼ばれる）を採用し、楕円体面を平面
に投影することによる歪みを小さくするために、日本全国を 19 の地域に分割してそれぞれに座標原点を
設けています。

注５：”CRS”は、「Coordinate Reference System」の略であり、座標参照系といいます。“CRS”は、GIS 
の中で一般的に使用されている位置を表す決まりのことです。

注６：”EPSG”は、「European Petroleum Survey Group」の略であり、EPSGコードは各国の様々な測地 
系や投影法に対して、ユニークな ID 番号（コード：EPSG○○○○）を振り分けたものです。

■ 経緯度座標系

測地系 名 称 EPSG 主な対象地域

世界測地系 JGD2000 4612 全域

■ 平面直角座標系

測地系 名 称 EPSG 主な対象地域

世界測地系 JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅰ 2443 長崎県、（鹿児島県の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅱ 2444
福岡県､佐賀県､熊本県､大分県､

宮崎県､鹿児島県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅲ 2445 島根県､広島県､山口県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅳ 2446 香川県､徳島県､愛媛県､高知県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅴ 2447 兵庫県､鳥取県､岡山県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅵ 2448
福井県､三重県､滋賀県､京都府､

大阪府､奈良県､和歌山県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅶ 2449 富山県､石川県､岐阜県､愛知県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅷ 2450 新潟県､山梨県､長野県､静岡県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅸ 2451
福島県､茨城県､栃木県､群馬県､

埼玉県､千葉県､東京都､神奈川県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅹ 2452
青森県､岩手県､秋田県､宮城県､

山形県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅠ 2453 （北海道の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅡ 2454 北海道（北海道の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅢ 2455 （北海道の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅣ 2456 （東京都の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅤ 2457 沖縄県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅥ 2458 （沖縄県の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅦ 2459 （沖縄県の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅧ 2460 （東京都の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅨ 2461 （東京都の一部）


